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回線利用料金の多様化で常時接続へ
電話網の切り札「IP接続サービス」登場

定額制への移行

インターネットを利用する場合、通常

はプロバイダー接続事業者に支払う接続

料金と、NTTなどに支払う回線利用料金

が必要となる。これまで、プロバイダー接

続料金は早くから月額固定料金の完全定

額制のものが登場していたが、回線利用

料金は利用時間に応じた料金を支払う従

量料金制が基本だった。

深 夜 定 額 制 のテレホーダイ

NTTでは、各種の割引サービスを導入

することで、一部ではあるものの定額制

のサービスを提供してきた。その最たるも

のが「テレホーダイ」で、23時から翌朝

8時までの深夜・早朝時間帯において、

あらかじめ登録しておいた2つの電話番号

に対する通信・通話が完全定額になると

いうものだ。登録電話番号が市内限定の

サービスは、料金は通常の電話回線で月

額 1800円、ISDN回線で月額 2400円と

なっている。また、登録電話番号が隣接

地域内の場合のサービスもあり、それぞ

れ3600円と4800円になっている。これら

は、利用時間帯が深夜に限られるものの、

れっきとした定額制サービスといえる。

しかしテレホーダイでは、深夜・早朝

時間帯以外の利用は通常の従量制料金で

課金されるので、常に得になるとは限ら

ない。NTTが提供している他の割引サー

ビスを利用した方が、テレホーダイより安

く上がることも十分考えられる。たとえ

ば、市内通話の10円あたりの通話時間が

延長される「タイムプラス」や、月々定

額を払うことである一定額まで利用でき

る「ｉ・アイプラン」を選んだほうが、

総合的に安くなることもある。

インターネットを日々の生活において

有効に使おうと思えば、24時間365日繋

ぎっぱなし状態の「常時接続」が必要と

なってくる。使いたいときにすぐに使える

し、回線利用料を気にする必要もないか

らだ。完全定額制のサービスは、これま

でもいくつか登場してきていて、それらは

おもにCATVやxDSLを利用するものだっ

た。もちろん、それらの中にも従量制で

課金する会社もあるので、すべての会社

が定額制を採用しているわけではない。

CATVの完全固定料金制のものを見てみ

ると、64kbpsの速度でだいたい月額4000

円から6000円程度というのが一般的な価

格だ。この価格にはプロバイダーとしての

接続料金と、回線提供者としての回線利

用料の両方が含まれているので、安価に

常時接続が得られることになる。

ISDN 回 線 の定 額 制 サービス

いろいろなものが定額制に移行するな

かで、昨年11月1日にNTTもISDN回線

の定額制サービスの採用に踏み切った。

「IP接続サービス」というのがその名前で、

東京と大阪の一部を対象地域とする試験

サービスながら、月額8000円で使い放題

になるというものだ。申し込みには、接

続するプロバイダーの登録が必要であり、

申し込み後に接続先の電話番号が与えら

れる。そしてこの電話番号へのデジタル

通信が、完全定額となるわけだ。なお、

IP接続サービスでは、プロバイダー側が

これに対応している必要がある。

今年の2月になって、月額料金の引き

下げと、対象地域の拡大が発表になった。

月額料金は4500円に値下げされ、東京

23区と大阪府のほとんどの市が対象地域

とされた（5月11日より実施）。月額料金

が4500円になったことで、プロバイダー

接続料金と合わせても、CATVなどと十

分に戦える金額になったといえる。1年間

期間限定の試験サービスとはいえ、今後

の対象地域の拡大と、正式サービスへの

移行を期待したい。5月11日より実施さ

れたものには、他に収容局単位でプロバ

イダーに接続する、月額2900円の新メニ

ューもある。これはプロバイダーが、アク

セスポイントをメッセージエリア単位で用

意するのではなく、各収容局までサービ

スの提供を行うことで実現されるものだ。

これなら、直接プロバイダーのネットワー

クに接続されるため、利用者にとっての

メリットもある。なお当然ながら、プロバ

イダー側がこのサービスに対応していなけ

れば、利用できない。

NTTのIP接続サービスは、24時間利

用可能なテレホーダイといえる。ただ24

時間利用可能とはいえ、接続には必ずダ

イヤルアップの動作が必要であり、本当

の意味での常時接続とまではいえない。

接続形態をいうと、あくまでもダイヤル

アップ接続の一種ということになる。

インターネットの利用には、情報を得

るだけでなく、情報を発信することも含

まれている。ウェブサーバーなどを立ち上

げて、広く世界に情報を提供することも

できるわけだ。この場合IPアドレスとし

ては、固定（スタティック）IPアドレス

が必要だ。固定IPアドレスでないと、外

部からのアクセスが簡単にはできないこと

になる。IP接続サービスはあくまでもダイ

ヤルアップ接続なので、通常それぞれの

プロバイダーはダイナミックIPアドレスを

割り当てる。そのため、ウェブサーバーな

どを立ち上げるのは、きわめて難しいとい

え、あくまでも情報を得るためのものと考

えたほうがいい。なお、CATVなどの中に

は、グローバルIPアドレスを固定的に割

り当てるものもある。

情報を得るだけとはいえ、1日24時間

どれだけ使っても支払う料金が一定で安

価だということが、インターネットの普及

を進めることになるのは間違いない。利

用者が増加すればいろいろな場所で競争

が始まり、各種料金もさらに安価になる

ことも考えられる。今後も定額制のサー

ビス料金には注目していくべきだ。
（井上尚司　フリーランス）
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